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１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 

 
  河川に生息する水生生物の調査による水質判定では、調査した全国5414地点のうち56％が「きれ

いな水」と判定された。また、前年度と同じ地点で調査した2663地点の水質状況では、12％の地点で改

善したものの、13％の地点では悪化している状況が明らかになりました。 

 

 調査結果では、きれいな水と判定された地点が 56％、少し汚い水が 27％、汚い水が 12％、大変汚い

水が 3％となっています。地域別状況をみると、関東、近畿、中国地方はきれいな水の割合が全体の

50％を下回っているのに対し、北海道、東北、北陸地方では 70％前後の高い割合となっています。 

 

 水質階級構成比の年次推移をみると、2000 年度からきれいな水に分類される地点の比率は、減少傾

向にあります。2002 年度は、きれいな水と判定された地点の割合が前年度に比べ 5%減少する一方、少

し汚い水と判定された地点が 6％増加しました。 

 

資料 : 平成 15 年 8 月 15 日付 化学工業日報  
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